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したがって，タナ・トラジャ県における稲作作業では，能力，適応力な
どで能ﾌﾞﾉ主義を取り入れてその報酬に格差をつけつつ，一方では平等の分
配をｌｌｌｌ)入れて社会的バランスを保っていると考える。
Ⅵ儀礼と遺産相続との関係
トラジャ社会では，儀礼と遺産相続とが緊密な関係にある。前述したよ
うにトラジャ社会で最もIilli値ある財醗は水|Ⅱである。したがって道雄相続
で水ｌｌＩがどのくらい相続できるかはＺ１ｉ要な１１１１題である。遺雄相続による水
田の分WUIは，県内地域によって違ってきている。近年，県央マカレ近郊で
は，子供のｲ;Ⅱ続の比率は平等になってきている('8)。
伝統的慣習にもとづく遺産相続は，葬儀における水牛の供出頭数によ}）
遺産相続の分配比率を決めることである。
例えば，三人の子供がいる場合，葬儀にＡが水牛を３頭，Ｂが水牛を
１頭，Ｃが１頭だとすると，相続する水'11は，３：ｌ：ｌである。前述し
たように水牛の種類がテドン･ボンガであれば，その比率は変わってくる。
例えばＡがテドン・ボンかを３頭供'1}すれば，５：ｌ：ｌぐらいになると
いうことであった。
ここで，トラジャ社会では，遺産相続は供11)した水牛の頭数によるとい
うことが基本であるが，供１１)した水牛の)Ni類，水牛の大きさなどもまた，
供'1Ｉした'１１１１には大きな意味を持つ。トラジャ社会では，水牛の種類とIllli値
について誰でもが了解している事JTIである。したがってよ')価値のある水
牛を供Ⅱ)することは，トラジャ社会でのステータスを公｢I9な場で承認させ
ることにつながるのである。水１１１の11]統はもちろんZ1i典であるが，トラジ
ャ社会の'1]では，供１１Ｉした人物が，家族の｢１１でも社会でもステータスを得
ることがより重要なことである。
このような社会であるからこそ，人々はflI:金をしてまでも，葬儀には，
ランクが_|元で，より大きく，より光沢がある|〕つばな水牛を供１１)しようと
268 
Allうのである。{1112余は，lfl分の代で札|殺できなくても，子供や孫までそれ
が続く。それはトラジャの仏統社会で､はり寺殊なことではない。
また，↑||:金が続くのは，葬儀での喪二iミヘの供}l}があった場合，前述した
これと同じIilliIillIの豚，水牛を返済しなければならない。例えば，Ａが喪
主の葬儀にＢがＳａｌ１ｇｄｕａｌｌｇｓｕｓｕの豚を供'１)した場合は，Ｂが喪主の葬
儀にはSangduangsusuの１１ﾎﾟかそれ以｣この１１ポをＡは返礼として供出しな
ければならない。一方，トラジャ社会の'１１で昔から:i`ｉｌ１１ｌのクランは葬儀に
おいて，よりI111i他のある供||}を一般大衆から｣０１侍される。これは，このク
ランが喪主の葬儀ではなく，芥儀の参ﾀﾞ'１者であったとしても，それを期待
されるのである。つまり，１１茨よりも水21具が供'1)され，水牛の'１１でもよりＩ１１１ｉ
Ｉ直の商いランクが供lllされる線')返しなのである。
前述した，なんらかの][1l1l1]でＪ１金が必要になった場合水|]|を111係に(|}金
をすることは，mentoe＝メントエと呼ぶ慣習である。これは，水１１１の所
有樅はそのままで，Ｗ}:金をする。ｌ什金の返済は，前述したような借')た金
額jlll当の水牛で返す。貸しJRは水牛を現金に換えてfll:金が'1]殺され，水|Ⅱ
はｆｌｌ:金をしたＩｌｌＩに戻るのである。
おわりに
トラジャ社会は，稲作をLli業とする腱業社会である。タナ・トラジャルＬ
は地勢的，地形的にlIl岳地域であり，llIllMI:地での稲作では米の供給は十
分とはいえない。背から，リiリトヘのＩｌＩ稼ぎがあ')，この出稼ぎは，リiLlﾉﾘの
地形からくる米の諦給のバランスを保っていたものと考えられる。
近ｲﾄﾞ，タナ・トラジャ県といえども，インドネシア共和国の近代化の波
や１１:界情勢の影響をうけて，農村社会|ﾉﾘ部では多少の変化が起こってい
る。それは，水llljlｿ|:作過概でのトラクターの導入や，現物支給から現金支
給を望む股火が多くなってきたことなどがある。一力，タナ・トラジャ県
は，パリに次ぐ観光１%|発拠ﾉﾊ(地域として開発された。しかし，テロの影禅
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は，トラジャにもおよび観光客の激i1iili，ホテルのｌｆｌｌ１ｌ１ｉなどの現象があっ
た。このようなIIL実は，トラジャからの111稼ぎの誘リ|になり人1]減少にな
るように想定されるが，タナ・トラジャ県の人[1は，これと平行するよう
にI杣llしているので､ある。これは，農業社会基盤をより｝iii〈しようという
(lnliLUにシフトしたことやI|}稼ぎからタナ゛トラジャリｉＬへ戻ってきた人々の
増ｊｌＩが考えられる。いずれにしろ，タナ・トラジャル↓の腱業社会は，これ
らの人々を受け入れるJiL盤があることとも関連していると考えられる。
近代化に伴う農業社会の変化が多少h『肌してはいるが，依然として伝統
的社会のI111i仙韮準で農業を生業としていることは変わりないのである。
水ｌｌＭ作の過ｲ111は，PaIlta，nakall-Pariu-Mantallan-Mel)a1.e＝i1lIi作')－
lll起こし－１１１杣え＿稲刈りである。これは''水と同じで､ある。この水１１１耕
作では地主と小作の１１M係がある。」uiiと'|､作の分Ｉｌ１Ｉｌ｣,はｊＭ５ほとんどが５０
％-50％になっている。また，地三iiと'|､作の収極の分ImiUIは，二jUI作|=|は地
主がｌ／３，小作が２／３の１１M係となっている。
農夫に対･する分1111｣,は，：Mir文給Ｍ#えたが，依然として川勿支給が基本
となっている。農夫の分'１０，は，１１１ﾉIill(えと稲)<''１)でのﾂﾉliIlTI:に）ILづいて支給
される。また，労IliIlitを決めるのは伝統的力法であるイカットー稲來によ
って決められる。この｣;ﾙ谷，労働報i1llllであるイカットの分''１uは，稲)<||リに
ついてはその労Ⅲ:昂:によって格兼をつけ，Ⅲ'11Iえについては平等性をＪＭＮ
に支給されるシステムである。トラジャのように伝統的な儀式を聯煎し，
相互扶助を基本にする農業社会であっても，その'ﾉﾘﾊﾞ'1では能ﾉﾉ主義をとり
いれている。また，能ﾉﾉﾆに淀のみではなく平等性をとりいれているのは社
会的桶ｲ||:的Illmliからiiiliｲ111iされるべきＩｌＩｌｍで､ある。
水|]]形態は，ＵｍａＭａｎａ'，UlnaTollgkonanのような社会的役;!(１１を持
った水ＩＩｌ６存在する。つまl)，先ｲⅡ代々のｃｌａｎの公共のl-liI9，多くは祝
祭・葬儀に仙)Ｕされるのである。
伝統的な水１１昨態があるトラジャ社会は，Iilli値の尺度も伝統的に決めら
れている。その代衣の一つが水牛であり，豚である。特に水牛は，色，膜
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様，大きさ，正さなどでのランクが決められ，ｌ１Ｉｉ裕もこれに比例する。水
牛も豚も人体寸法でiIl'|る゜現在タナ・トラジャ県ではあまり一般的ではな
くなったが，トラジャリ｢し西方ママサ県ではﾂﾅ働報１１１illlや交換がこの水牛，
豚，鶏，犬などで行われている。
水牛と豚がなぜこれほど正要かというのは，儀式での供出が遺産相続で
の水111札|続に結びつくからである。水｣|鳥や１１茨のＩｌＩｌｉＩｉｌ〔」i風(iが社会｢１９に認知さ
れているからこそ，よりIilliIillIの商い水牛を儀式の場で供出しようとするの
である。つま')，水牛は農業社会の家禽である以｣二に，人々のI111i伯iIlIl定の
基本であり，それは水'11ﾜﾘTｲ｢とリンクした'二1t幣の役i11llを持ちながら，社会
的役割を担っているのでもある。
このようなトラジャの農業社会は，水Ⅱ川態，水l]|での収稚と分配，水
牛のlilli他illll定，豚のIllli伽||'|定など伝統i19I111i｛lfliliMにてすべてが統一されてい
る。それは，ノjIU1lⅡ１９であ')すべてがリンクしている点で伝統ﾈ1:会であ')な
がらHill度的社会なのである。
《注》
（１）処築学は「BaIluaToraja」参考文献４，葬儀を'''心にした文化人類学
では「儀礼の政治学」参考文献14などがある。
（２）ｌｒｌによる観光I)Ⅱ発の実)M1とトラジャ社会の変化については参考文献11で
腱ｌｌｌｌした。また，その後のトラジャ社会の雌境'''１),UJから論じたものに参考
文献７，参考文献６がある。
（３）ママサリiLはポレワリ・ママサ県であったが，ポレワリリiLとママサ県に分
ｉ１ｉｌｌされ20()4（13ママサリ｢!:となった。
（４）法政大学illWlI文化ｲi1l:究阿T紀要「i''１組文化ｲｉ１}先321にトラジヤ人の宗教観
を初I話との１１MⅢで論じた。ママサの>iIlI話の''１には，コンドサパタ＝現在の
ママサ族の部族をｌｉｌｌる時にＩ|〔＝トラジャｌＵ域との結合をその''''二|にすえる
伝承がある。
（５）トラジャの水'１１の状況については，参:ff文献12にMiLllllした。
（６）２０()3ｲli，2004ｲ'二，１１|稼ぎから帰ってきたかなりのトラジャ人と話し帰|EFI
を(in柵した。
（７）観光|;'１発に伴い，トラジャ県ではもっともヨーロッパ人，特にフランス
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人１１１M光客の１tiilL1打数が多かったノボテルは売却された。
（８）サンガランギのテインテイン氏は1970年代には水Ⅱ|で|ｿ|:作のために水牛
を使っていたと証言していた。他の，トラジャ人もそうであった。
（９）2004年トラクターについてlHlき取りをした。
(１０）MabillkunumaとトラジャiWiではⅢｉｉｉのインドネシア語petaniと区ｌｌｌｌ
している。
(11）表１にて計算したが，－人当たりの米の{ｉｌｉ保最は，籾米で0.29トンこれ
を桁米すると，約168キログラムである。
(12）県lﾉﾘの伝統的水'11の計ill'1方法とⅡiLlﾉﾘの地域差を考朏i(した水田耕作のi｢｢i横
などはついては，参考文献12で股|刑した。
(13）インドネシアルピアは，2003年は一'11約65-85ルピア，2005年は－１１１約
75-85ルピアでＮｌｉ秘していた。インドネシアでルピアヘの為替交換をする
場合，米ドルとのiilIi杵が比較的安定している。ドル紙幣は，１００ドル，５０
ドル，１０ドル，５ドルなど細かくなると，交換比率は恐くなる。また，ジ
ャカルタやバリでの1111勝よりもスラウェシ島のほうが交換比率が下が})，
トラジャ県にはいるともっと下がる。したがって，交換比率を一flkに考え
ることはできない。
(14）トラジャコーヒーは，輪}IⅢlのアラビカ椀，｜玉||ﾉﾘ向けにⅡ}荷し，’１常の
欲)１１としているものにロブスター机がある。インスタントコーヒー)11とし
て１Ｍiするものにジャンベル桃がある。ここではアラビカ極のみのIilli格を
記した。アラビカ桃に比べロブスター櫛はIilli格が安い。｜ﾀﾞ|Iえば，2004ｲﾄﾞの
調奔では，アラビカ極10,000ルピア，ロブスター枕6,000ルピア，ジャン
ベル極5,000ルピアであった。
(15）このような豚は，１１mが地、について歩けないくらい大きな豚である。
(16）2002ｲlill1lき収Ｉ)洲ｲfを行ったときは，一lilmのみであった。
(17）地主と'１，作の|塊I係については分配率の推移，分IIl1Ul率について参考文献１２
鋪Ｖ章に腿附した。
(18）2000ｲﾄﾞからljllき取り調査を続けてきたが，200Ｍ皇の段lWfで，マカレ，ラ
ンテパオの地主は平鞭であると'111符していた。
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TraditionalandlnstitutionalCharacteristics 
inRuralSocietyofTanaToraja 
ＡｔｓｕｋｏＨＯＳＯＤＡ 
《Abstract》
Torajaiscalledsocietyofagriculture,wherepeol)leareengagedin 
ricefarnling、ModerllizationinRepublicoflndonesiaandtheinterna‐
tionalsituationhaveaffectedTal]aTorajalnthevillage,morefarmers 
wallttohaveacashincomethroughilltroducingtractorsinsteadof 
payｌｎｅｎｔｉｎｋｉｎｄＴｈｅｌｌｕｍｂｅｒｏｆｔｏｕｌ･istshasdroppedsharplyduetothe 
terrorism,ｂｙｃｏｌ]trast,thel)opulati〔)llillTanaTorajahasbeenillcreas‐
ing・Ricesupplydoesn'tmeetdelnandcolIsiderillgitslａｙｏｆｔｈｅｌａｌ１ｄ
ＩＩｏｗｅｖｅｒ,Ｉａｓｓｕｍｅｔｈａｔｔｈｉｓｉｓｔｈｅｔｅｎｄｅｌ]cytochangeintotbeagricul‐ 
turalsociety・
Theirprocessofthe（armingpaddyfieldsissimilartothatofJapan、
TheconventionalaⅡotmentoftl1eharvestisfifty-fiftybetweenland‐ 
ownersandtenalltfarmerFarmersarepaidinl)roportiontotheirlabor 
ofl)Ial1tingorreapingl)addies・Ｆｏｒl)lantilIgtheyarepaidequally,and
forreapillgpaiddepel](lillｇｏｌｌｔｂｅｉｒｌａｌ)or， 
ＴａｎａＴｏｒａｊａｈａｓｌ)addyfieldscaⅡｅｄ“ＵｍａＭａｌｌａ''，“ＵｍａＴｏｎｇ‐ 
konan'',whichplayanilnportantr(〕Ieillthesociety,aIldcropsareused
forrituals・
Ｂｕｆｆａｌｏｓａｎｄｐｉｇｓａｒｅｔｒａｄｉｔｉｏｌ]ａⅡｙｖａｌｕａｂｌｅａＩｌｉｍａｌｓ,ａｎｄｔｈｅｉｒｌ)rices 
arefixedcollventiollaⅡｙ・Buffalosaremoreimportal]ｔａｎｄpeople's
inheritanceisdecidedillprol)orti(〕lltothellumberofbuffalosdelivered，
ThischaracterizesToraja・
Buffalosarelivestocl〈foragriculturalsociety､Theyformfoundation
ofthevalueofhumalIasmoney・Ｔ１１ｅｒｅ[()re,theyplayamajorpartin
thesociety． 
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ThetraditionalsenseofvalueunifiesagriculturesocietyinTana 
TorajaMethodicalandtraditionalasithasbeenobservedtobe,itis 
practicallysystematic． 
